
再評価結果 (令和 2年度事業継続箇所)

;旦  当  課 :島原振興局道路建設課

担当課長名 :大田尾 孝則

そ の は 、 い て

事業
区分 主要地方道

事業
主体 長崎県事業名 主要地方道小浜北有馬線 (笑篭～央祇ェ区)

1. 3 8km起終点 自:貿雨驚警釉帝ポ蓑鰐笑篭 至:貿蓄鷺簡営雷箭t箸薦軒Z 延長

事業相死票  : 主要地方道小浜北有馬線 (大亀れ矢代工区)は、県都長崎市あるいは県央地域と南島原市の交流促進や

地域間交通の安全向上、交通除路の解消を目的とした事業である。

H23年度事業化 都市計画決定 なし H27年度用地着手 H29年度工事着手

18% 供用済延長 O km全体事業費 53.5億 事業進捗率

計画交通量 3, 620台 /日  (R12)
費用対効果
分析結果 1

11残事業|

11

43
[

379/487億 円
事 業 費:〕 76/484億 円

維持管理費:9]/0.3億円
]

542/542億 円
走行時間短縮便益i46.4/40,4億 円
走行費用減少便益: 0,76,7億 円

令和 2年

事業費変動 :B/C=1.03～ 1.22(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=1.07～ 1.14(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=1.29～
B/C=1 32-
B/C=1.38-

５８

５７

４６

(交通量 ±10%)

(事業費 ±10%)

(事業期間±1年 )

業について感度分析を実施
:B/C=1.00～ 1.22(交 通量 ±10%)

事 業 の効

線形不良区間の解消による地域内交通の円滑化。
間道路ネットワィクの向上。ない の

としての防災機能の向上 (災害時の

で の

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺跡」の構成資産「原城跡」など新たな観光資源が注目を集めている。

令和元年度末までの事業進捗率は 18%で、用地進捗率は100%と進捗しており、今後も工事を継続し
い、令和 9年度の事業完成を目指す。

ヽ

が、地元や関係機関との協力体制のもと、に
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の 工

はあるものの事業の必要性を考慮すると、継続が妥当と判断される。間の

曝

長 崎 県
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心

主要地方遣小浜北有馬線

(大亀～矢代工区 l

延長 L・1 38km

、ヽど       |

t右 島町

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と二致しないことがある。
の 。



令和2年度 第 1回

長崎県公共事業評価監視委員会

至 ■仙市

再評価対象事業

(主 )小浜北有馬線 (大亀～矢代工区)L=1.38km

至 南島原市

，
ｒヽ
」、、】〔ャ・

道路改築事業

1道建‐4(主 )小浜北有馬線

|    (大 亀～矢代工区)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後10年経過
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司.審議経過

審議経過 再評価の理由
Eメ』 事業質

(億円)
B/C 備考

着工 _完了

当初

(H22キ斤失見評阿面)

H23 H28 37.0 1.33
【工事概要】

延長 1.38km
幅員 5.5(フ .0)m

第 1回審議

(R2年度)

事業採択後
10年経過

H23 R9 53.5 1,11

【当初評価からの変更概要】

詳細設計に伴う、事業資増額

及び事業期間延長
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2.目 的・事業概要 Bこれまでの経緯

◆目的

B県部長崎市や県央地域と南島原市の交流促進

・地域間交通の安全性向上、交通陰路の解消

/

守

房  芦

3

Ｎ奉
島
,砲

｀ ~烹
ゴ

◆事業概要

▼事業経過
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濤島
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ヽ 原
ヽ

ヽ

ヽ

諷仙市

iヤ

壼 Jヒ有属

事業進拶率 189も (工事費ベース)

用地進捗率10096(面積ベース)

4

計画延長等 L〓 1.38km

幅   員 W=5.5(7.0)m

計画交通量(R12) 3,620モ卦

(主 )小浜北有馬様 (大亀～失代工区)L―■38km

平成23年度 事業化

平成27年度 用地買収着手

平成29年度 工事着手

令和2年度 事業進捗18%

27m

標 準 断 面 図



3.事業の効果・必要性

く防災性の向上>
・防災機能の向上 (災害時の緊懲輸送道路として
の機能強化)

く利便性の向上>
・県部長崎市や県央地域とのアクセス強化。

・線形不良区間の解消による地増内交通の円滑化。

・地域間の道路ネットワークの向上。

事業区門

自:雲仙市小浜町大亀

却峰九 t1/A
見通しの選いとカープ

主要地方道小浜北有属線

(大亀～矢代工区〕
延長 い1.38km
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4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】H2
①トンネルエ事による

△
フ回 )

→ R9 ( 回(8 )

生活用水 井 戸 水 等( ) の 枯渇を懸念され、水文調査や事業に対する地元調整 の 時間を要したに不測

②地質調査の結果、補助工法を併用したトンネル掘削、インバートコンクリート施ェに伴う事業量の増加。
③橋梁及びトンネルの施工計画について詳細設計の結果、事業期間が延伸する。(橋梁完了後のトンネル着手)

施工済み区間

践工事区間

幹
至

北
有
馬

至

小
浜

①水文調査および地元調整

②補助工法を併用したトンネル掘削
及びインパートコンクリート施工

闘  二

日と(水文 地買)
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設  計 地元日整

用  地

工  事 トンネル福郵!切 ■

トンネル設計 橋 梁設計



4.事業の進捗状況 (事業費の男Ⅲ直し)

事業費 :37.0億 円(前回)

→53.5億円(今回)

Z― iCI)

至

北
有
馬

至

小
浜

延長L圭 1.38km W=5.5(7.0)m

田島原半島は、「島原半島ジオパータ」に代表される豊かな自然を有しており、島原市・雲
仙市・南島原市を訪れる日帰り観光客は増加傾向である。

・平成30年7月 には、「原城跡」が世界遺産に登録され、今後ますますの観光客の増加
が見込まれる。
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B口掃り観光客数

▲島原半島3市における日帰り観光客数

(資料:長崎県観光統計)

8

事業費増の内容 増額 主な増額理由

9補助工法を併用した トンネル掘削

及びインテヾ―トコンクリートの追加
7.0億円

地質調査の結果、脆弱な地質状況が確認され補助工法を俳用した

トンネル掘削、インバートコンクリート (全区問〉力t必要。
Э仮設構台の追加 (橋梁部) 2.1億 円詳細設計の結果、下部工施工に必要な仮設工を予定している。
Эその他 ■4億円 労務費や資材等の単価上昇。

叶 1651意 円

施工済み区間

撮工事 1監岡 ①補助工法を併用したトンネル掘削及び
インバートコンクリートの追加(L=896m)

②仮設構台の設置

5.社会経済情勢等の変化

423万人

▲世界遺産「原城跡」

i4イ与1主 i千1

,itti〒

▲将来の自動車流動量

炉



6Ⅲ 事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
a道路整備に要する事業資、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少便益

〔プラス要因〕
・大型車交通量の増加

〔マイナス要因〕
日事業費の増
・工期の延長
〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改訂(プラス要因)

■貨物車原単位(価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
H緊急輸送道路の防災機能強化

9

項 目
前回評価

(平成22年度)

今回評価

(令和2年度〕

残事業 1.43=54.2億 円/37.9億 円

全事業 1.33差 42.7億 円/32.2億円 1.11=54.2億 円/48.夕億円

7.対応方針 (原案)

◆ 県都長崎市や県央地域と南島原市の交流促進に寄与する事業である。

◆ 線形不良区間の解消により、地域の安全を確保し、交通の円滑化、さらに島原半島
の観光や産業の発展に寄与する事業である。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約18%[9.5億円/53.5億 円](令和元年度末)であり、

用地進捗率は面積ベースで100%となつている。

◆ 「島原半島幹線道路網建設促進期成会」から整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

対応方針
(原案)|

継続
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再評価結果 (令和 2度事業継続箇所)

担 当  訓ミ:県北振興局道路建設第一課

担 当 名 :北村 茂

事業名 主要地方道佐々鹿町江迎線 (稲;評～笑菩ェ区)

事業
区分

主要地方道
事業

王 体
長崎県

延長 2. 2 0km起終点 自:貿蓄驚庭と操+ポ程み析稲;y 至:貿雨貿甚と操摘磋み析笑菩
雲業概要  i 幅員が狭小で、急カープが連続しており大型車同士の離合も困難な状況にあることから、通行車両の円滑

で快適な通行を確保しご産業支援及び安全安心な生活道路の確保を図る事業。

H26年度工事着手H25年度事業化 都市計画決定 なし H25年度用地着手

16.5億 事業進捗率 61% 供用済延長 0. 5 5km全体事業費

計画交通量 3, 419台 /日  (R12)

[

6.6/185億円
事 業 費:6,0/179億 円
維持管理費:00/0.6億円

]

207207億円
走行時間短縮便益:20,0/200億 円

令和 2年
走行費用減少便益: 8,70,7億 円

賢用対効果
分析結果

1残事業|

1. 12

3. 12

B/C=1.01～ 1.23(交 通量 ±10%)

B/C=1.02～ 1.24(事業費 ±10%)

B/C=1.07～ 1.17(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=2.81～ 3.43(交 通量 ±10%)

B/C=2.86～ 3.44(事業費 ±10%)

B/C=2.99～ 3 (事業期間±1年 )

について感度分析を実施

事業費変動
事業期間変動

:観光産業の発展に寄与する (周辺観光地への円滑で快適な通行を確保)

の

の円滑で快適な通行を物流機能の向上  (水産物の
上)

確保 )

により

る の

で の

進捗しており、今年度も用地取得を継続し73
、ヽ令和 5年度の事業完成を目指す。

61%で 、

を図り、令和 5年度の事業完成を目指す。工

対応 方針 事業継続

した されると

時 県
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3000  3000
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※ の を用いて に し のし

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



令和2年度 第¬回

長崎県公共事業評価監視委員会

(主 )佐々臨町江迎線 (楠泊～矢岳工区)L-2.20km W=6.019.7S,m

再評価対象事業
,えB

,た F,P農載: ③

↑〕岳捧撤

工矢 l、'公民鎌

赤盛

<生 康尊uJ

お 永

道路改築事業
道建-5(主 )佐々鹿町江迎線

(楠泊～矢岳工区)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後6～ 9年経過
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守義 気 fF
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1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業資

(億円)

B/C 備考

着工 完了

当初

(H25新規冨]m面 )

H25 R2
11.0

(13.0)
1,36

【工事概要】
延長2.20km
幅員6.0(9.75)m

第 1回審議

(R2年度)

事業採択後
6～9年目

H25 R5 16.5 1.12
【当初評価からの変更概要】
工事内容見直しによる事業資増額
及び工期延長
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2.目 的・事業概要・これまでの経緯

◆目的

当路線は、北松半島の西海岸を周回する幹線道路で、また緊急輸送道路でもあるが、
幅員狭小で急カープが連続しており大型車同士の離合も困難な状況にあることから、通
行車両の円滑で快適な通行を確保し、産業支援及び安全安心な生活道路の確保を目
的としている。

◆事業概要
全体計画 延長〒2,200n4 幅員 =6.0(9,75)品

計画延長等 と=2.20km

幅   員 W=6.0(9.75)m

計画交通量(R12) 3,419台

▼事業経過

矢岳

楠泊
｀

標 準 断 面 図 至)鹿 町

750

事業進捗率 6196(事業資ベース)

用地進捗率 73%(面積ベース)ビ===■ J手=fF f.___■ ir=_報
冨

発

００

９

３０

3

至)佐 々冊J

平成25年度 事業化

平成25年度 用地買収着手

平成26年度 工事着手

令和元年度末現在 550m供 用済

Li a,650叩L. 350m

中

済

難
節
鮒

□
一
一

3.事業の効果日必要性

バスと普通車の離合状況
平成30年部道府県別の点千

【トップ 3】
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<生活道路・運搬経路としての安全確保>
当該地域は生産量日本―を誇る「いりこ」をはじめとした水産物の産地で、
これらの運搬経路となっている北松半島の西海岸を周回する幹線道路で
あるが、幅員狭小及び線形不良により安全が確保されていない状況である
これらの解消により車両及び歩行者の安全確保が期待される。
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●:れ協、水由加主会社等

<観光地へのアクセス強化>
幅員狭小及び線形不良の解消により普通車両及び大
型パスの走行性を改善し、観光地である神崎鼻公園や
冷水岳公国等へのアクセス強化が期待される。



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業資増】11億円《前回)→ 100億円(今回)

事鼻費増0内喜 増 観 主を増■理由

当初は法■保H工としていたが∫令和元

“

月末のと爾により法口日壌J勇生した事:球り、
■亀路と凛びH空ポーリング術 つた工 ら、燃画出増粛鎌工が必雇となった

0工巌等の士夏 舶値 円

的1.強円 労B費や貴樹等の単価上昇②その色

詢蘭感阿計

空亘

ィォ法面保護工 (モ ルタル吹付) 法面崩壊対策工 (吹付法枠十アンカーエ)

法面崩壊対策■に

変更区間

にと1(Klm

法函崩壊対策工に

変更区 F口田

L‐ 280m

矢岳

精消

5

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

現地法面状況(切土後)上

現地崩壊状況 (下段)

6
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4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】R2(前回)→R5(今回)

・法画保護工から法面崩壊対策工への変更に伴う事業量の増加。
日用地取得において、境界確定に時間がかかつている(R3までに解決)

サ、藤崩壊天1千■●:

変更とヽi督帝

止=10(lm

と繭崩壊持素工
`こ

変更耳闇

L=280m

矢岳

縮 泊 当‡Ji

変更

至)鹿 8J

υ

至〉佐々駒

7

境界未確定

5.社会経済情勢等の変化

・佐世保港が「官民連携による国際クルーズ拠点」を形成する港湾に選定され、

クルTズ船観光客が見込まれる。            着九4・r小

観光地を訪れた延べ観光客数(千 人) ①
7′ 000

6′000

5′000

4′ 000

3,000

2,000

0

水イJヽ 島

心 長adlキ ●ンフ4

日岳裕柱

＼ 27年 Rl年 年比

神崎鼻 21,101人 38.680人 1833%

(資料 :

Fa

tttB

小 rアl々 働,気 建

わB

30年29年

Ｉ

藩

ＥＥ
一
一
一
一
２０年

察 寄

▲騨　　　　　　　　機

疑麟l ttil長 率 個D

（
鳩

長1｀ 県|ヽ某公社 ①

佐々町

佐世保市九
|:辱佐晶r

小佐々酎Jl白

長特県漁禁公社

8

I

長串山公田・長申山キヤンプ増 日本本土最西端の地r神崎鼻J

億雛子保i梅



6.事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成25年度)

今回評価

(令和2年度)

残事業 3.12=19.9億円/6.4億円

全事業 1,36=13.3億 円/9.82億円 i12=19.9億円/17.7億 円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
日道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
日走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長
〔その他の要因〕
日費用便益分析マニュアルの改定(プラス要因)!
→貨物車原単位 (価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
J緊急輸送道路の機能強化

◆ 主要地方道佐々廊町江迎線(延長30.2km)に おける未改良区間のうちの延長22km
の区間であり、走行性の向上及び安全性の向上に寄与する事業である。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約61%[億 19.1円/16.5億円](令和元年度末)であり、

用地進捗率は面積ベエスで約73%となつている。

◆「佐世保市」から整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

9

対応方針

(原案 )

継続

10



再評価結果 (令和 2年度事業継続箇所)

担 :県北振興局道路建設第2課

担 当 :真鳥 喜博

※ 用 、 そ の は 、 tヽ て

事業名 主要地方道平戸田平線 (田平工区)

事業
区分 主要地方道

事業
主体 長崎県

延長 2. 3 0km起終点
ながききけんひ らど したびらちようこ て た め ん     ながさきけんたびらちようおぜためん

長崎県平戸市田平町小手田免 至 :長崎県田平町荻田免自

事業概要  : 主要地方道平戸田平線 (田平工区)は、西九州自動車道からの平戸市へのアクセス向上を目的
とし広域的な道路交通ネットワークの形成を図る事業。

H25年度工事着手H21年度事業化 都市計画決定 あり H24年度用地着手

42.0億 事業進捗率 82% 供用済延長 0. 8 1km全体事業費

計画交通量 6, 700台 /日  (R12)
総費用 il残事業)/1事業全体l

[羅
持音こ畳4ivギ埠ξ早

]

496/496億 円
走行時間短縮便益:41t/416億円

令和 2年
走行費用減少便益1 7〕/7.3億円

費用対効果
分析結果

1残事業|

1. 03

6,03

業について感度分析を実施
B/C=1.00～ 1,06(交通量 ±10%) 【残事業】B/C=5.88～6.22(交通量 ±10%)

事業費変動  :B/C=1.01年 1.05(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/Cと 1.01～ 1.06(事業期間±1年 ) B/C=6.01～ 6.11(事業期間±1年 )

B/C三 5.91～ 6.76(事業費 ±10%

・歩行者の安全確保 (歩道整備による交通安全性の向上)

ツ . ワーク

進捗しており、今年度も用地取得を継続し
‐

てF、

い、令和 3年度の事業完成を目指す。
で

を図り、令和 3年度の事業完成を目指す。の

位置図

7250 2500

760 3∞0  3(X,050d 2(llXl

全体計画み=2.3km、 W=6.0(9,75)m

′ r「痛

■

■

N

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の 。



令和2年度 第 1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

早

勇
■

田平工区
L=2,3km W=6.0(9.75)m

lna

単
道路改築事業

6 主要地方道平戸田平線

(田平工区 )

1事業主体 長崎県

再評価  再評価後変更 (事業費)

の理由

道建
贈，‐・，一オ　一一‐
〓一一

●
小
革

Ii

平

平

】

ｙ

，

　

　

・
≡

ｉ

一挙

、

ヽ
Ｖ
工

＝

れ
，

■ 一詩

一1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業資

(億円)
B/C 備考

着 工 完了

当初

(H21新規評価)
H21 H27 29.0 1.10

【工事概要】
延長2.3km
幅員6.0(9.75)m

第 1回審議

(H30寄翡霊)

事業採択後
10年経過

H21 R3 3フ .0 1.06

【当初評価からの変更概要】

構造物の変更、工法の変更に

よる事業資増
用地取得遅延による工期の延長

第2回審議

(R2年度)

再評価後変更

(事業資)
H21 R3 42.0 1.03

【前回評価からの変更概要】
土質の変化等による事業資増

2



2.目 的日事業概要・これまでの経緯

◆目的

主要地方道平戸田平線「田平工区」は
「西九州自動車道」の平戸江迎御厨に
(仮称)から平戸市へのアクセス確保を
目的としている。

◆事業概要

計画延長等 卜2:3km

幅   員 VV=6.0(9.75)m

計画交通量(R12) 6,700台

◆事業経過

■日B事業区闘 (高規幡幹線遵羅愚)

BBB事 業区間

中 ―緩園遵

一
県適

響  広域農遵

田平工区  全体計■E長=2,SOOm幅 員〓60(0.78)m

L=eCam L=490m     L=322m

平F市缶

匡コ現道
■■整備中

■■整備済解準断面図
|

事業進む率 8196(事業資ベース)

用地進捗率 9996(面  積ベース)

車道

3

4

平成21年度 事業化

平成24年度 用地買収着手

平成25年度 工事着手

平成29年度 322m供用開始

令和元年度 490m供用開始

7250 2500

760   3000 3000 60d  ,命 nれ

<広城ネウトワークの形成>
平戸市を含む県北地域の広域的な道路交通ネットワーク
が形成され、地域産業の活性化や観光振興などの事業
効果が期待される。        |

早戸市
410申 |

υ

腫 曾々li

腹巧塁市|

「佐世凍〒
:

佐賀県

西九州1自 動車道

<歩行者の安全確保>
一般回道204号に囲まれた内陸部には小中学校や住宅団
地等が多く存在しているが、幹線となる道路が整備されてお
らず、歩行者の安全が確保されていない状況。

歩行者写真①

歩行者写真②

歩行者写真②

!~~4

中

一ゝ

f

サ



4.事業の進捗状況 (事業費の増加 )

主な増領理由

現地旧査結果による、構造物下軟弱改良範田変更

②地盤改良の変更

増 領

約0,S億円

約3.5億円

事業費増の内容

②地盤改良の変更

①盛土材の変更

【事業費】37億円(前回)

→42億円(今回)

発生上利用としていたが、軟罰のため、土質改良をおこな
い盛土へ利用することとなつたため

①盛土材の変更
(発生土→発生土改良)

約1.0億円 機労務費や機材等の単価上昇
|

竃鍋鮮鋼   計 約5.0億円

①盛土材の変更

切土掘削

改良材観絆 盛上転圧

●

至 平戸市街

5

②地盤改良の変更

追加地盤改良

＼/

湧水状況

地盤改良

5.社会経済情勢等の変化

西九州自動車道の今福ICから調川IC間

が平成29年度、調川ICから松浦IC間が

平成30年度に供用。またt松浦ICから

佐々IC間が平成26年度に事業化され、

整備が進んでいる。

当地域は、歴史的な教会群や体験観光

等注目され、観光客も増えつつある。

ロエ区沿線に住宅等の建設が進んでいる
岬
　

理
　

組
　

艘
　

齢
　

鰤
　

櫛
　

即

I爺ド

‖29供用

早戸▼朽 υ

筋 塁市|

西九外1自 動車道

「
直竜壁森希・

平戸大精題行台数

観光客数

韓社神社

田平北小学校
● 住宅建段

遺威や予定地

6



6.事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成30年度)

今回評価

(令和2年度)

残事業 3.35=41.9億円/1去5億円 6.03=49.6億円/8.2億円

全事業 1.06=423億円/39.9億 円 1.03=49.6億 円/48.4億円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用
〔便益〕
日走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔マイナス要因〕
・事業費の増加
〔その他要因〕
日費用便益マニュアルの改定(プラス要因)

! →貨物車原単価位(価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
七緊急輸送道路の機能強化

◆ 西九州自動車道から平戸市へのアクセス向上により、平戸市を含む県北地域の広
域的な道路交通ネットワークが形成されることで、地域産業の活性化や観光振興に
寄与する事業である。

◆ 事業進捗率は事業貴ベマスで約81%〔 34.2億/42億〕(令和元年度末)であり、用地進
捗率は面積ベースで約99%となっている。

◆ 平戸市からも整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増額はあるものの、費用対効果が見込まれる。

7

8

7.対応方針 (原案 )

対応方針

(原案)
継続



再評価結果 (令和 2度事業継続箇所)

用 、 の 弓 い て

担  当  課 :県北振興局道路建設第二課

担当課長名 :真鳥 喜博

し

事 業

主 休 長崎県
事業
区分

‐般県道事業名 一般県道以善田平港線 (霧凸工区)

延長 1, 3 2km自:貿誨謝窯ギ芦帝督尊貯縛∬笑 至:貿記謝等羊哲詩営尊苛縛目覧起終点

一般県道以普田平港線 (坊田主区)は陰路および線形不良区間の解消により安全安心な生活道路の確保及

を目的としている。

H25年度工事着手H25年度用地着手H25年度事業化 都市計画決定 なし

0. 6 0km7ヽ 3% 供用済延長12.0億 事業進捗率全体事業費

1 700台 /日  (R12)計画交通量

費用対効果
分析結果 1. 13

2.58(残事業) [

3.3/13,7億 円
事 業 費:3,1/13.4億円
維持管理費:0.2/0.3億円

]

＆

０

，

０

．

令和 2年
4億円

1

8.5/15.5億 円
2/15.0億 円走行時間短縮便益

走行費用減少便益

量変摯 三考握軍姑I蹄埼↑躙 士ЮЮ
事業費変動 :B/C=1.03～ 1.25(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=1.09～ 1,18(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=2.33～ 二58(交通量 ±10%)

B/C〒2.36～ 2.85(事業費 ±10%)

B/C=2.53年 生67(事業期間±1年 )

事業の効果等                      〔
Ⅲ
:!革前および歩行者め姜埜性荷工

…Ⅲ
(幅貫狭1｀お

・`
よび練彬Tヽ良め牌消による安全性確保)

日観光地へのアクセス強化 (幅員狭小および線形不良の解消による走行性の改善)

て い

妻業再評価監視委員会の蔦見…… ∴∴…i…   ………:_…Ⅲ

している。これに伴い交通量が増加しているこ伴い、田
で

平

の

進んでおり、今年度も用地取得を継続して

い、令和 4年度の事業完成を目指す。

79で は73%で t用

の し

との協力体制のもと、今後も引き続き事こ日用
4

い

エ

じたため、安定勾画己の切土工法から

に変更。
の

の

情 県激

lCX連           節

と
=

坊 田エ 延長1 32km

醜

際準断面図| (現況)

(整備後)   て

※
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と二致しないことがある。

し累 の 。



令和2年度 第 1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道建

道路改築事業
-7 -般 県道以善田平港線

(坊田工区)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後6年9年目

支

Ⅲ句島キ護Fl■ ン

'一

前

坊田工区
い1.32km W=5.519,25,m

免
田平町一関免

岩の上町

平戸大橋

鰤

NE

峯
田平天主坐

ひ
市

たひら
景キ

ヨ然団

1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業資

(億円)
B/C 備考

着工 完了

当初

(H24新規評価 )
H25

H30
(R2)

7.3 1.31
【工事概要】
延長1.32km
幅員5.5(9.25)m

第 1回審議

(R2年度)

事業採択後
6～ 9年経過

H25 R4 12,0 1.13
【当初評価からの変更概要】

用地取得難航による工期延長

法面の工法変更による事業資増

2



2.目 的・事業概要・これまでの経緯

◆目的               |
一般県道以善田平港線は沿線に北松農業高校や田平天主堂などがあり、当路線の坊田

工区は延長約1ね2kmの未改良区間である。陰路および線形不良区間の解消により安全安
心な生活道路の確保及び観光振興を目的としていると

◆事業概要       ◆事業経過 ◆標準断面
計画延長等 L==1.32km

幅員 W=5.5(9。 25)m

計画交通量

(R12)
1,700台 /日

平成24年度 事業化

平成25年度 用地買収着手
工事着手

令和元年度
末現在

598m
供―用開始 事業進捗率 7396(事業資ベース)

用地進捗率 7996(面積ヘース)

温

点

田
平
町
小
手
劇
免

坊田工区  全 体 計 画 延長=1,320m幅 員=5.5(9.2 5)m 着

至

3

至

江
迎
町

中
済

道
備
備

現
整
整

国
囲
□

3.事業の効果・必要性

ρ

　
鶴

坊田工区 延長1.32km
＼
｀

壁
す

,

ρ

至

r
迎
町

(観光地へのアクセス強化)

幅員狭小および線形不良の解消により普通車
両及び大型′ヽスの走行性を改善し、観光地であ
る田平天主堂へのアクセス強化が期待される。 4

/ヽ ヽ >田平

天圭虫

北機農
集萬牧

写真①

写真②

改良済(2車 線 )

写真O幅員狭小

(生活道路としての安全確保〉
沿線に北松農業高校があり、路線バスの通行や
通学路として重要な路線であるが、幅員狭小お
よび線形不良により安全が確保されていない状
況である。これらの解消により車両及び歩行者
の安全確保が期待される。

写真② 儀b不農



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】
:7,3億円(前回)

⇒12.0億円(今回)

No.62+4,0

勤
買収範囲

鍾 潰地縮小 買収範囲

漬地縮小

5

【完了工期】H30(前回)→R4(今回)

・用地取得において、地権者の計画への同意を得るのに交渉に時間を要している。

坊田工区  全 体 計 画 延長=1,320m幅 員=5.5(9.25)m 営

持
/

重

平
戸
市
宙

至

江
迎
町

起

頑

日
早
町
小
手
日
免

至

至

江
辺
賄

6

①工法の変更

事業貴増の内容 増額 主な増額理由

①工法の変更 約2.0億円

当初、安定勾配での切土工法を採用
→地域との計画調整の結果、限られ

た土地の有効利用を図る必要性が生

じたため、構造物に変更した   I

②その他 約27億円 労務費や資材等の単価上昇

計 約4.7億円

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

用地取得において、計画への同意を得るのに時間を要している

→交渉を重ね、年度内の解決を目指す□
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5.事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成25年度 )

今回評価

(令和2年度 )

残事業 2.58=8.5億円/3.3億円

全事業 1.31=8.5億 円/6.5億円 1.13=15.5億円/13.7億円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用
〔便益〕
口走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕
B交通量の増加        (

〔マイナス要因〕
日事業費の増加           

｀

日事業期間の延長
〔その他の要因〕
B費用便益分析マニュアルの改定
→貨物車原単価 (価格)の増加

◆一般県道以善田平港線における延長約1.32kmの未改良区間であり、除路及び線形不良
区間の解消による走行日安全性の向上や観光地へのアクセス強化に寄与する事業である。

◆事業進捗率は事業費ベースで約73%[8.8億 円/12.0億円](令和元年度末)であり、用地進捗
率は面積ベースで約790/6となっている。

◆平戸市からも整備促進を要望されている。

◆事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。
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6.対応方針 (原案 )

対応方針
(原案)

継続


